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I土屋俊則市議も参加しました｡昨年が不作だっただけに､今年には期待していました｡そして
§それは見事に達成されました｡酷暑の中､約2時間､みんな頑張って大粒のブﾙｰべﾘｰを次々
;と収穫しました｡事務所に帰って計量したら､約80kgの大収穫でした。 (去年は35kg)｡ 」
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加藤ぢを子とラインでつながって下さい。

http://katojcpweb.jp/加藤なを子の詞ロケです｡広めて下さい。
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夏の講演会「コロナ禍と教育～その危うさと希

望」佐藤隆さん(都留文科大教授）に参加しました。 （7月23日みんなの教育・

ふじさわネット主催）
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GIGAスクール構想の「ひとり一台の端末」のねらいが、経産省の教育情報産業と深く結びつ

き、学校が企業の市場開拓にされる危うさがあること、 「世界で活躍する革新的なグローバル

人材の育成促進」 （教育再生会議）であることが示されました。佐藤先生は学習履歴、 ドリ

ル、テストの回答傾向をAIで解析、評価、管理し、 「身の丈にあった」学習課題への取り組み

がすすめられようとしていること、学習履歴の管理統制がすすめられていくことを、指摘され

ました。低/(信報掌雪蠅が豈生ついてまわるこ〃ごなるかもしれな‘'？

私は国政の予算要望の場で、学校での一人一台端末について経産省の担当者と懇談したこと

があります。その方は「今の学校や教員には子どもたちの教育は任せられない。GIGAスクール

構想でこそ最適な学びになり、先生たちもこれで助かる。 」という説明をしていました。

子ど壱たちが分獅君ｿZ,データ仏さゾZ､レッ美ル認ﾀち九ロポ外になる／？

実際に見たり、体験したり、子どもたちが一緒に学びあうこと。それぞれの個性が尊重される
学びこそ必要です、 と佐藤先生はおつしやっていました。いつか学校はICT中心になり、

企業ｲう国詞二bたって学雪履歴fゑ蕊宍履歴が害潰討Z､企業の坊輔箔のj易ごなるかもしれ劇)？ノ
マイナンバーカードもそのひとつではないかと怖くなります。

「学ぶという行為は他者との対話が有機的な関連をもちながら発想する。 」 （ガート・ビースタ）
「子どもが学習の主体となるためには、興味をその軸に捉えなければならない。 」 （ジョン．デュー




